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令
和
三
年
八
月

五
〇

五
七
頁

―

『
墨
子

「
田
野
葆
士
」
の
再
解
釈

』

─

―

戦
国
秦
漢
簡
を
手
が
か
り
に

曹

方

向

序

論

本
論
は
、
今
本
『
墨
子
』
明
鬼
下
篇
に
見
え
る
「
田
野
葆
士
」
に
つ
い
て
、
戦
国
秦

漢
簡
を
用
い
て
再
解
釈
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
清
代
以
来
、
学
者
た
ち
は
し
ば
し
ば

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
戦
国
秦
漢
の
文
字
形
体
や
清
華
大
学
蔵
戦
国

竹
簡
（
以
下
、
清
華
簡
）
の
文
例
に
よ
る
と
、
新
た
な
解
釈
が
提
示
で
き
る
可
能
性
が

浮
上
し
た
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
戦
国
秦
漢
簡
を
手
が
か
り
に

「
田
野
葆
士
」
の
四
字
に
つ
い
て

、

再
解
釈
を
試
み
た
い
。

一

問
題
提
起

今
本
『
墨
子
』
明
鬼
下
篇
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る

。

（
注
１
）

今
予
與
有
扈
氏
爭
一
日
之
命
。
且
爾
卿
・
大
夫
・
庶
人
、
予
非
爾
田
野
葆
士
之
欲

也
。
予
恭
行
天
之
罰
也
。

今
、
予
は
有
扈
氏
と
一
日
の
命
を
争
う
。
且
に

爾

ら
卿
・
大
夫
・
庶
人
、

よ

ゆ

う

こ

し

ま

さ

な

ん

じ

予
は
爾
の
田
野
葆
士
の
之
を
欲
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
予
は

共

み
て
天
の
罰

つ

つ

し

を
行
う
な
り
。

こ
の
部
分
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
。

（
夏
の
禹
が
三
苗
を
征
伐
す
る
際
に
軍
に
誓
っ
て
言
う

）
い
ま
予
と
有
扈
氏
と

、

わ

れ

は
一
日
の
命
を
争
っ
て
い
る
。
汝
ら
卿
・
大
夫
・
庶
人
よ
、
予
は
そ
の
領
土
・
宝

玉
が
欲
し
い
の
で
は
な
い
。
予
は
つ
つ
し
ん
で
天
罰
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

「

」

、

、

田
野
葆
士

は
こ
の
句
の
中
で
は
名
詞
の
短
い
語
で
あ
る
が

否
定
の
句
の
中
で

「
之
」
の
字
の
前
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
先
秦
の
語
法
に
完
全
に
合
致
す
る
。

清
代
以
来
、
学
者
た
ち
は
「
葆
士
」
の
二
字
に
疑
問
を
抱
い
て
き
た
が
、
そ
の
意
見
は
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そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る

孫
星
衍
は

葆

を

保

と
読
み

礼
記

の
鄭
玄
注
を

。

「

」

「

」

、『

』

、

（

）

「

」

。

「

」

引
用
し
て

城
堡
・
堡
壘

要
塞
の
意

の

堡

で
あ
る
と
述
べ
た

兪
樾
は

士

を
改
め
て
「
玉
」
と
読
み

「
葆
」
を
「
寶
」
と
読
ん
で
、
こ
の
二
字
を
あ
わ
せ
て
「
寶

、

玉
」
と
読
み
、
孫
詒
譲
は
兪
樾
の
説
が
正
し
い
解
釈
に
近
い
と
み
な
し
た

。
于

（
注
２
）

省
吾
ら
は
「
士
」
を
改
め
て
「
土
」
と
し
、
ま
た
畢
沅
の
説
を
引
用
し
て

「
葆
土
」
の

、

二
字
を
「
保
土
」
と
釈
読
し

「
城
邑
・
土
地
」
を
指
す
と
し
た

。
呉
毓
江
は
各

、

（
注
３
）

家
の
説
を
折
衷
し
、
誤
字
は
な
い
と
み
な
し
て

「
葆
（
寶

」
を
宝
玉
と
し

「
士
」
を

、

）

、

「
子
女

（
す
な
わ
ち
男
女
、
人
民
）
と
し
た
が

「
寶
士
」
の
連
文
は
古
典
籍

」

、

（
注
４
）

に
そ
の
例
証
が
な
く
、
か
つ
「
士
」
の
語
義
に
つ
い
て
は
過
剰
に
解
釈
し
て
い
る
嫌
い

が
あ
る
と
考
え
た
。

「
田
野
」
の
二
字
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
問
題
は
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
「
田
野
」
は
文
意
と
完
全
に
一
致
せ
ず

「
葆
士
」
と
と
も
に

、

さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

二

「
葆
士
」
の
再
検
討

先
秦
・
秦
漢
の
典
籍
中
の
「
葆
」
の
字
は
、
語
義
が
比
較
的
多
く
、
保
護
の
「
保
」

あ
る
い
は
珍
宝
の
「
寶
（
宝

」
と
読
ま
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

）

「

」

「

」

。『

』

葆

の
字
を
宝
貝
の

寶

と
解
す
る
用
例
は
漢
代
以
前
に
多
く
見
ら
れ
る

史
記

は
珍
宝
の
「
寶
」
の
字
を
み
な
「
葆
」
に
作
り

『
尚
書
』
顧
命
の
「
陳
寶
赤
刀
」
に
つ

、

、『

』

「

」

「

」

。

、

い
て

説
文
解
字

は

寶

を

宲

に
作
る

馬
王
堆
帛
書
に
お
い
て
は

（

）

注
５

「
寶
」
の
字
は

「
呆
」
に
従
う
「
葆
」
と
、
玉
字
の
旁
に
従
う
「

」
の
二
つ
の
形

、

体
が
あ
る

。
葛
陵
楚
簡
（
た
と
え
ば
甲
三
・
二
一
九
「
寶
亀

）
や
、
上
博
楚
簡

（
注
６
）

」

（
た
と
え
ば
『
用
曰
』
第
八
簡
「
保
（
寶
）
貨

）
で
は
直
接
「
保
」
と
書
写
さ
れ
、
包

」

山
楚
簡
は
「
玉
」
に
従
っ
て
「

」
に
作
り
、
こ
の
二
つ
の
字
形
の
頭
に
「
艹
」
を
加

え
た
も
の
が
、
馬
王
堆
帛
書
に
見
え
る
二
つ
の
「
寶
」
の
字
の
構
成
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
戦
国
時
代
に
は
「
呆
」
に
従
う
「
寶
」
の
字
を
書
写
す
る
こ
と
が
す
で
に
行
わ

れ
て
お
り
、
漢
代
の
学
者
が
使
用
し
て
い
る
の
は
戦
国
古
文
の
字
形
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

「
保
」
と
「
士
」
に
つ
い
て
は
、
連
続
し
て
読
む
こ
と
が
難
し
い

「
士
」
は
、
字
形

。

の
上
で
は
「
土
」
と
の
区
別
は
ほ
ん
の
少
し
の
違
い
で
あ
る
が

「
玉
」
の
字
形
と
の
区

、

別
も
少
な
い

（
古
文
の
「
玉
」
に
は
、
右
下
方
の
点
画
「

」
が
見
ら
れ
な
い

）

こ

。

、

。

れ
に
よ
り
、
学
者
た
ち
は
「
士
」
を
改
め
て
「
土
」
と
す
る
解
釈
や

「
士
」
を
改
め
て

、

「

」

。

、「

」

、

玉

と
す
る
解
釈
を
提
示
し
た

し
か
し

保
土

を
堡
壘
と
土
地
と
理
解
す
る
と

田
野

の
語
意
と
重
複
す
る
こ
と
に
な
る

こ
の
ほ
か

于
省
吾
が

保
土

を

城

「

」

。

、

「

」

「

邑
・
土
地
」
と
す
る
解
釈
も
妥
当
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
く
、
古
典
籍
の
「
保
」
は
も

っ
ぱ
ら
小
型
の
堡
壘
を
指
す
た
め
、
城
邑
に
相
当
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
と
え

ば
『
左
伝
』
襄
公
八
年
に

「
焚
我
郊
保
、
馮
凌
我
城
郭
」
と
あ
る
。

、

「
寶
玉
」
は
古
今
よ
く
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
珍
宝
の
「
寶
」
を
「
葆
」
あ
る
い
は

「

」
と
書
写
す
る
も
の
は
、
た
と
え
戦
国
後
期
の
古
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
確
定
で

き
な
い
と
し
て
も

少
な
く
と
も
漢
魏
の
テ
キ
ス
ト
や
馬
王
堆
帛
書

徐
広
が
見
た

史

、

、

『

記
』
の
古
い
テ
キ
ス
ト
か
ら
は
確
実
な
字
形
の
証
拠
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
は
『
墨
子
』
の
書
写
年
代
と
も
合
致
す
る

。

（
注
７
）

『
墨
子
』
明
鬼
下
篇
に
見
え
る
「
葆
玉
」
は
、
戦
争
中
の
争
奪
の
対
象
と
し
て
言
及

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
先
秦
の
古
典
籍
の
中
で
も
、
戦
争
中
に
奪
取
さ
れ
た
珍
宝

を
「
保
」
の
字
で
書
写
し
て
い
る
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
唐
宋
以
来
、
比
較

。『

』

「

」

的
多
く
議
論
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る

左
伝

荘
公
六
年
の

齊
人
來
歸
衞
俘

の
「
俘
」
に
つ
い
て
、
孔
穎
達
は

「
俘
」
は
す
な
わ
ち
古
文
の
「
寶
」
の
字
で
あ
る
こ

、
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と
を
す
で
に
指
摘
し
て
お
り
、
か
つ
『
説
文
解
字
』
の
古
文
「

（

」
を
引
用

）

、

。

し
て
証
明
し
て
お
り

字
形
と
語
義
の
い
ず
れ
も
妥
当
な
解
釈
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

「

」

、

「

」

斉
人
が
取
り
返
し
た

衞
寶

は

ま
さ
し
く
そ
れ
以
前
に
衛
国
か
ら
奪
取
し
た

寶

で
あ
る
。
ま
た

『
詩
経
』
大
雅
・
崧
高
に
「
錫
爾
介
圭
、
以
作
爾
寶
」
と
あ
り
、
そ
の

、

毛
伝
に
「
寶
、
瑞
也
」
と
あ
る
。
さ
ら
に

『
周
礼
』
春
官
の
「
天
府
」
に
「
凡
國
之
玉

、

、

」

、

「

、

。

鎮

大
寶
器
藏
焉

と
あ
り

そ
の
鄭
注
に

玉
鎮
・
大
寶
器

玉
瑞
・
玉
器
之
美
者

禘
祫
及
大
喪
、
陳
之
以
華
國
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
玉
鎮
と
宝
器
と
を
分
け
て
述
べ

て
お
り
、
か
つ
天
官
の
「
玉
府
」
が
述
べ
る
と
こ
ろ
服
玉
・
佩
玉
・
珠
玉
・
食
玉
と
は

用
途
に
区
別
が
あ
る

『
墨
子
』
本
文
の
「
寶
玉
」
も
お
そ
ら
く
区
別
が
あ
り
、
句
の
中

。

の
「
寶
」
と
「
玉
」
と
は
組
み
合
わ
さ
れ
た
フ
レ
ー
ズ
で

「
寶
」
は
「
天
府
」
が
説
く

、

と
こ
ろ
の
玉
瑞
・
宝
器
を
指
し

「
玉
」
は
「
玉
府
」
が
説
く
と
こ
ろ
の
服
玉
・
珠
玉
の

、

類
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三

「
田
野
」
の
再
検
討

次
に
、
再
び
「
田
野
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
田
野
」
の
一
語
は
古
今
よ
く
見
ら
れ
る
が

『
墨
子
』
の
こ
の
箇
所
の
「
田
野
」
は

、

田
地
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
領
土
・
領
地
・
壤
地
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
考

。

、

「

」

、

え
ら
れ
る

領
土
・
領
地
を

原
文
の
よ
う
に

田
野

に
置
き
換
え
た
の
は

（

）

注
８

原
文
が
述
べ
る
決
戦
の
背
景
と
合
致
す
る
。
し
か
し

「
田
野
」
に
は
領
土
・
領
地
の
意

、

味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『

』

「

」

、

、

漢
語
大
詞
典

の

田
野

の
項
目
を
参
照
す
る
と

漢
以
前
の
文
献
の
用
例
は

た
だ
「
田
地
」
と
い
う
意
味
の
項
が
あ
る
の
み
で
あ
る

「
壤
地

（

墨
子
校
注
』
で
は

。

」
『

「
田
野
」
を
「
壤
地
」
と
解
釈
し
て
い
る
）
の
項
目
に
お
い
て
は
、
先
秦
の
文
献
で
は

「
田
地
」
と
「
領
土
」
の
二
つ
の
意
味
の
項
が
あ
る
。
先
秦
・
秦
漢
の
典
籍
の
用
例
か

ら
見
る
と

「
田
野
」
に
言
及
す
る
も
の
は
、
あ
る
も
の
は
農
業
の
相
関
問
題
に
つ
い
て

、

述
べ

、
ま
た
あ
る
も
の
は
特
別
な
事
情
が
城
邑
か
ら
離
れ
た
地
方
に
発
生
し
た

（
注
９
）

こ
と
を
指
す
と
す
る

。
こ
れ
ら
に
は
い
ず
れ
も
「
領
土
」
の
意
味
は
な
い
。

（
注

）
10

、「

」

「

」

、「

」

「

」

先
秦
の
制
度
に
よ
る
と

野

あ
る
い
は

田
野

は

國

あ
る
い
は

城
邑

と
対
を
な
す
概
念
で
あ
る
。
後
者
が
指
す
と
こ
ろ
の
「
城
市
」
に
相
対
す
る
の
は
、
前

者
は
一
般
的
に
郊
外
・
辺
地
・
農
地
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
荒
野
を
指
す
こ
と
も
あ

る

。
古
典
籍
の
中
の
、
攻
戦
時
に
言
及
さ
れ
る
「
田
野
」
を
考
察
す
る
と
、
単

（
注

）
11

に
城
市
と
対
立
す
る
だ
け
で
な
く

、
ま
た
決
し
て
厳
し
く
防
備
し
て
死
守
す
る

（
注

）
12

地
で
は
な
い

『
呉
子
』
応
変
篇
で
は
、
魏
の
武
侯
が
「
暴
寇
卒
來
、
掠
吾
田
野
、
取
吾

。

牛
羊
、
則
如
之
何
（
暴
寇
卒
か
に
来
た
り
て
、
吾
が
田
野
を
掠
め
、
吾
が
牛
馬
を
取

に

わ

か

す

ら
ば
、
則
ち
之
を
如
何
せ
ん

」
と
問
う
て
お
り
、
こ
の
箇
所
の
「
田
野
」
は
実
際
に
は

）

郊
外
あ
る
い
は
辺
境
地
帯
を
指
し

呉
起
は

暴
寇
之
來

必
慮
其
強

善
守
勿
應

暴

、

「

、

、

（

寇
の
来
た
る
は
、
必
ず
其
の
強
を
慮
り
、
善
く
守
り
て
応
ず
る
こ
と
勿
か
れ

」
と
み
な

）

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は

「
善
守
勿
應
」
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り

、

一
時
的
に
田
地
を
放
棄
し
て

城
邑
を
守
っ
て
い
る
の
で
あ
る

ま
た

た
と
え
ば

荘

、

。

、

『

子
』
盗
跖
篇
に
「

盗
跖
）
所
過
之
邑
、
大
國
守
城
、
小
國
入
保

（

盗
跖
）
過
ぐ
る
所

（

。
（

、

、

）
」

、

「

」

「

」

の
邑

大
国
は
城
を
守
り

小
国
は
保
に
入
る

と
あ
り

こ
の
箇
所
の

城

と

保

は
現
在
述
べ
る
と
こ
ろ
の
城
市
と
堡
壘
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
『
礼
記
』
檀
弓

下
篇
に
は
、
斉
と
魯
が
郎
に
お
い
て
戦
っ
た
際
、
民
衆
は
「
入
保

（
保
に
入
っ
た
）
と

」

記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
鄭
玄
注
に
「
保
、
縣
邑
小
城
」
と
あ
る

「
田
野
」
が
一
時
的
に

。

放
棄
さ
れ
た
こ
と
は
、
決
戦
の
勝
ち
負
け
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
た
と
え
『
墨
子
』
の

原
文
の
「
葆
」
を
「
保
」
と
読
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
を
「
城
邑
」
と
同
じ
で
あ
る
と

み
な
す
方
法
が
な
い

「
保
」
の
人
に
身
を
寄
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
堅
固
な
城
邑

。

か
ら
の
距
離
が
遠
く
、
小
城
を
選
ぶ
し
か
な
い
と
い
う
状
況
な
の
で
あ
る
。

要
す
る
に

「
田
野
」
と
「
保
土
」
あ
る
い
は
「
保
士
」
は
、
い
ず
れ
も
夏
と
有
扈
氏

、
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の
決
戦
の
背
景
と
完
全
に
合
致
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
古

典
籍
で
は
大
城
・
小
城
は
い
ず
れ
も
「
邑
」
と
称
さ
れ
て
お
り

「
田
邑
」
は
田
地
と
城

、

邑
を
包
括
し
、
領
土
・
封
地
の
意
義
を
備
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

『
墨
子
』
の
こ
の
箇

、

「

」

「

」

。

、「

」

所
の

野

の
字
は

邑

の
誤
字
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

す
な
わ
ち

田

は
田
地
を
指
し

「
邑
」
は
城
邑
を
指
し

「
田
邑
寶
玉
」
の
四
字
は
名
詞
の
並
列
で
あ

、

、

。

、

、「

」

。

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

そ
こ
で

次
章
で
は

田
邑

に
つ
い
て
検
討
し
た
い

四

「
田
邑
」
の
語
義
・
字
形
・
文
意

第
一
に
、
字
形
に
つ
い
て
検
討
す
る

「
田
邑
」
が
「
田
野
」
と
誤
写
さ
れ
た
の
は
、

。

「
邑
」
の
字
が
先
に
誤
っ
て
「
予
」
と
書
か
れ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
誤
読
し
て
「
野
」
と

な
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
戦
国
文
字
の
「
邑
」
は
一
般
的
に
「

・

」
と
書
か
れ

、
秦
漢
時
代
の
「
予
」
の
字
も
「

・

」
と
書
か
れ

（
注

）
13

る

。
文
字
の
形
体
が
互
い
に
近
い
こ
と
に
よ
り
、
戦
国
文
字
研
究
の
一
つ
の
難

（
注

）
14

。

「

」

、「

」

、

問
が
生
じ
た

戦
国
簡
に
は

の
字
が
あ
り

宀

の
字
頭
以
外
の
部
分
は

あ
る
学
者
は
「
邑
」
と
解
釈
し
、
ま
た
あ
る
学
者
は
「
予
」
と
解
釈
し

、
一
時

（
注

）
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定
論
が
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え

『
墨
子
』
の
こ
の
文
の
前
後
に
は
い
ず
れ
も
「
予
」
の

、

字
が
あ
り
、
古
い
テ
キ
ス
ト
の
「
邑
」
の
字
が
抄
写
の
際
に
誤
っ
て
「
予
」
と
書
か
れ

た
可
能
性
が
あ
る

「
野
」
の
字
は
「
予
」
声
に
従
い
、
あ
る
い
は
省
略
し
て
「

」

。

に
作
る
。
た
と
え
ば
睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』
の
「
稷
辰
」
三
二
に
見
え
る
「
利
野
戰
」

の
「
野
」
は
、
簡
文
で
は
「

」
に
作
る
。
後
世
の
読
者
は
「
田
予
」
は
熟
語
と
は

考
え
ら
れ
な
い
と
み
な
し

「
予
」
の
字
は
遂
に
「
野
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

、

「
予
」
に
従
う
字
が
誤
っ
て
「
野
」
と
な
っ
た
こ
と
は
、
文
献
の
中
に
類
似
の
例
が
あ

る

『
文
選
』
に
載
る
「
褚
淵
碑
文
」
に

「
仰
南
風
之
高
詠
、
餐
東
野
之
秘
寶
」
と
あ

。

、

り
、
そ
の
李
善
注
に
「

典
引
』
曰

「
御
東
序
之
秘
寶

」
然
「
野
」
当
爲
「
杼

、
古

『

、

。

」

「
序
」
字
也
（

典
引
』
に
曰
く

「
東
序
の
秘
宝
を
御
む
」
と
。
然
ら
ば
「
野
」
は
当

『

、

お

さ

に
「
杼
」
と
為
す
べ
し
、
古
の
「
序
」
の
字
な
り

」
と
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
秘
寶
」
は

）

実
は
『
尚
書
』
顧
命
の
東
序
・
西
序
に
陳
列
す
る
宝
の
こ
と
で
あ
り
、
緯
書
が
引
用
す

る
『
尚
書
』
顧
命
で
は
「
序
」
は
「
杼
」
に
作
っ
て
お
り
、
学
者
た
ち
は
今
文
・
古
文

、

。

の
区
別
が
あ
っ
た
と
み
な
し

李
善
注
に
お
い
て
も
こ
れ
を
例
証
と
し
て
い
る

（

）

注
16

思
う
に

『
尚
書
』
の
「
序
」
が
一
変
し
て
「
杼
」
と
な
り
、
さ
ら
に
誤
っ
て
「
野
」
と

、

な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
に
、
語
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
西
周
金
文
に
は
田
・
邑
が
並
ん
で
見
え
る
文

が
あ
り
、
た
と
え
ば
鬲
比
盨
銘
文
（

殷
周
金
文
集
成
』
二
八
一
八
）
は
田
・
邑
を
分
け

『

て
述
べ
、
田
は
耕
す
こ
と
が
で
き
る
地
、
邑
（
銘
文
中
に
は
十
三
の
邑
が
出
現
す
る
）

は
田
に
附
す
る
邑
で
あ
る

散
氏
盤

殷
周
金
文
集
成

一
〇
一
七
六

の

井

（

）

注

。

（
『

』

）

「

17

邑
田
」
は
ま
さ
し
く
井
邑
の
耕
す
こ
と
が
で
き
る
田
土
で
あ
る

『
周
礼
』
地
官
に
は
師

。

が
「
以
公
邑
之
田
任
甸
地
、
以
家
邑
之
田
任
稍
地
（
公
邑
の
田
を
以
て
甸
地
に
任
じ
、

家
邑
の
田
を
以
て
稍
地
に
任
ず

」
と
す
る
こ
と
を
載
せ
る
。
そ
の
賈
公
彦
疏
に

「
公

）

、

邑
、
謂
六
遂
餘
地
、
天
子
使
大
夫
治
之
（
公
邑
は
、
六
遂
余
地
を
謂
い
、
天
子

大
夫
を

し
て
之
を
治
め
し
む

」
と
あ
り
、
ま
た
「
家
邑
、
大
夫
之
采
地
」
と
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

）

井
邑
の
田
は

『
周
礼
』
の
等
級
の
分
け
方
を
用
い
る
と
、
あ
る
い
は
す
な
わ
ち
家
邑
の

、

田
で
あ
り
、
大
夫
の
封
地
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

戦
国
時
代
以
後
の
文
献
の
中
に
は

「
田
邑
」
を
連
用
す
る
例
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ

、

る
。
九
店
楚
簡
『
日
書
』
に
は
「
田
邑
」
に
納
め
る
内
容
が
見
ら
れ
、
整
理
者
は
『
楚

』

「

」

、

「

、

。

、

辞

の

田
邑
千
畛

を
引
用
し
て
証
拠
と
し

洪
興
祖
の
補
注
に

田

田
野

邑

」

。『

』

「（

）

（
（

）

城
邑

と
あ
る

史
記

趙
世
家
に

景
公

復
與
趙
武
田
邑
如
故

景
公

（

）

注
18

復
た
趙
武
に
田
邑
を
与
う
る
こ
と
故
の
如
し

」
と
あ
り
、
こ
の
「
田
邑
」
は
、
ま
さ
し

）

。

「

」

。

く
趙
武
の
封
地
・
領
地
で
あ
る

呉
虎
鼎
の
い
わ
ゆ
る

旧
疆

は
こ
の
意
味
で
あ
る
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李
学
勤
氏
は
す
で
に
、
鼎
銘
中
の
呉
虎
に
授
け
ら
れ
た
「
旧
疆
」
は
、
北
東
南
西
の
四

方
の
境
界
が
確
実
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
五
祀
衛
鼎
と
田
邑
に
下
賜
し
た
と
い
う
書
き

、

、

方
と
互
い
に
近
く

封
賞
の
田
邑
は
実
際
に
は
封
賞
を
受
け
取
っ
た
者
の
領
地
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る

。
こ
れ
は
先
秦
の
文
献
の
中
で
「
田
邑
」
を
領
地
・
封
地
と

（
注

）
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す
る
現
象
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
前
後
の
文
意
を
検
討
す
る

『
墨
子
』
明
鬼
下
篇
の
本
文
で
は
、
決
戦
時
の

。

争
奪
の
対
象
に
つ
い
て
述
べ
る
。
前
述
の
通
り

「
田
野
」
は
主
に
城
邑
以
外
、
郊
外
の

、

田
土
を
指
し
、
決
戦
の
文
脈
と
は
合
致
し
な
い
。
し
か
し

「
田
邑
」
と
改
め
れ
ば
、
こ

、

の
問
題
は
解
消
さ
れ
る

「
邑
」
は
重
要
な
軍
事
・
政
事
の
意
義
を
備
え

「
邦
」
の
語

。

、

義
を
も
表
す
。
た
と
え
ば
『
国
語
』
周
語
上
に
は
「
夏
書
」
を
引
用
し
て
「
衆
非
后
何

戴

后
非
衆
無
與
守
邦

衆
は
后
に
非
ず
ん
ば
何
を
か
戴
か
ん

后
は
衆
に
非
ず
ん
ば
与

、

（

、

と

も

に
国
を
守
る
無
し

」
と
、
清
華
簡
『
尹
誥
』
第
一
簡
に
は
「
非
民
無
與
守
邑
（
民
に
非

）

）
」

、『

』

「

、

」

。

ず
ん
ば
与
に
邑
を
守
る
無
し

と

国
語

の
韋
昭
注
に
は

邦

国
也

と
あ
る

と

も

『
尹
誥
』
の
「
守
邑
」
と
内
史
過
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
守
邦
」
の
意
味
は
非
常
に
近

い

。
こ
の
角
度
か
ら
見
る
と

「
田
邑
」
は
『
墨
子
』
の
文
脈
と
合
致
す
る
。

（
注

）

、
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第
四
に

辞
例
を
検
討
す
る

出
土
文
献
は
重
要
な
辞
例
を
提
供
す
る

清
華
簡

尹

、

。

。

『

誥
』
第
四
簡
に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る

。

（
注

）
21

（
尹
）
摯
曰

「
語
其
賚
之
。
其
有
夏
之
金
玉
田
邑
、
舍
之
吉
言

」

、

。

（
尹
）
摯
曰
く
、
后
其
れ
之
に
賚
え
。
其
れ
有
夏
の
金
玉
田
邑
、
之
に
吉
言

き

み

た

ま

を

舍

せ
。

ほ

ど

こ

こ
の
資
料
が
初
め
て
公
開
さ
れ
た
際
、
た
だ
通
常
の
竹
簡
の
写
真
図
版
が
あ
る
だ
け

で

「
玉
」
の
後

「
邑
」
の
前
の
字
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
「
田
」
と
「
日
」
の
間
で

、

、

解
釈
が
揺
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
陳
剣
氏
の
分
析
と
、
賈
連
翔
氏
が
新
た
に
赤
外
線
で

撮
影
し
た
写
真
に
よ
り

「
田
」
の
字
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た

『
尹
誥
』

、

。

（
注

）
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は
短
い
篇
で
あ
り
、
竹
簡
枚
数
は
全
四
枚
で
、
そ
の
内
容
は
、
殷
の
湯
王
が
夏
に
代
わ

っ
た
際
に
、
尹
摯
が
夏
の
「
金
玉
田
邑
」
に
対
し
て
処
置
を
進
め
る
よ
う
提
言
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
簡
文
が
い
う
「
金
」
は
後
世
の
い
わ
ゆ
る
金
銀
で
は
な
く
、
青
銅

器
物
を
指
す
可
能
性
が
あ
る

『
戦
国
策
』
燕
策
二
に
は
、
望
諸
君
す
な
わ
ち
楽
毅
が
燕

。

の
恵
王
の
書
を
報
じ
、
楽
毅
が
斉
を
破
滅
さ
せ
た
後
、
斉
の
「
大
呂
陳
於
元
英
（
大
呂

元
英
に
陳
ぶ

」
と
記
さ
れ
て
い
る

『
史
記
』
楽
毅
列
伝
に
も
こ
の
文
が
あ
り

『
史

）

。

、

な

ら

記
索
隠
』
に
「
大
呂
、
齊
銘
名
。
元
英
、
燕
宮
殿
名
也
」
と
い
う

。
こ
れ
は
戦

（
注

）
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国
時
代
の
諸
侯
国
が
交
戦
し
て
青
銅
礼
楽
器
具
を
奪
取
し
た
実
例
で
あ
る
。
前
文
に
お

い
て

『
墨
子
』
の
「
寶
玉
」
の
「
寶
」
は
「
禘
祫
及
大
喪
」
な
ど
の
場
合
に
陳
列
す
る

、

玉
瑞
・
宝
器
で
あ
る
可
能
性
を
提
示
し
た
が
、
こ
の
例
も
明
ら
か
に
礼
儀
器
具
に
属
す

、『

』

「

」

『

』

「

」

る
も
の
で
あ
り

墨
子

本
文
の

田
邑
寶
玉

と
清
華
簡

尹
誥

の

金
玉
田
邑

と
は
指
す
と
こ
ろ
が
基
本
的
に
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

余

論

以
上

本
論
で
は

墨
子

明
鬼
下
篇
の

田
野
葆
士

を
再
解
釈
し
た
結
果

田

、

、『

』

「

」

、「

邑
葆
（
寶
）
玉
」
と
読
み
、
田
土
・
城
邑
・
珍
宝
・
珠
玉
の
四
つ
を
指
す
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
を
指
摘
し
た

『
墨
子
』
は
長
期
に
わ
た
っ
て
校
注
を
施
す
人
物
が
お
ら
ず
、
保

。

存
さ
れ
て
い
る
古
字
は
少
な
く
な
い
が
、
誤
字
が
比
較
的
多
く
、
あ
る
古
字
は
自
身
あ

、

。

る
い
は
前
後
の
文
字
の
訛
変
に
よ
っ
て

校
読
す
る
上
で
の
困
難
が
大
い
に
増
加
し
た

『
史
記
』
が
「
葆
」
を
用
い
て
宝
貝
の
「
寶
」
を
記
録
し
た
こ
と
は
、
清
人
の
古
典

籍
の
校
勘
能
力
か
ら
す
る
と
、
見
慣
れ
な
い
と
感
じ
る
は
ず
は
な
い
。
し
か
し
、
本
論

で
述
べ
た
よ
う
な
関
連
す
る
字
形
、
た
と
え
ば
「

「

「

」
な
ど
の
字
は
伝

」

」

世
文
献
に
は
見
え
ず
、
後
世
の
字
書
や
音
韻
の
書
、
た
と
え
ば
『
広
韻

『
集
韻
』
で
さ

』
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、「

」

「

」

。

、

え
も

葆

を

寶

の
異
体
字
あ
る
い
は
古
文
と
は
み
な
し
て
い
な
い

そ
の
う
え

「
玉
」
の
字
の
筆
画
の
残
存
が

「
葆
土
」
が
「
寶
玉
」
に
復
原
で
き
る
こ
と
を
さ
ら
に

、

困
難
に
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
障
壁
に
よ
っ
て

「
田
野
」
の
字
形
が
正
確
で
誤
り
が
な

、

い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
多
少
な
り
と
も
軽
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

清
代
以
来

『
墨
子
』
の
「
田
野
葆
士
」
を
校
勘
し
た
も
の
は
、
す
べ
て
後
ろ
の
「
葆

、

士
」
の
二
字
を
注
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
古
い
テ
キ
ス
ト
の
『
墨
子
』
の
「
田
邑
」

が
「
田
野
」
と
誤
読
さ
れ
た
の
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
「
葆
」
字
の
誤
読
と
関
係
が
あ

る

「
田
野
」
は
よ
く
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
が

「
保

（
堡
壘
）
は
す
な
わ
ち
田
野
で
敵

。

、

」

に
攻
撃
さ
れ
略
奪
さ
れ
た
と
き
の
民
衆
の
避
難
所
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
「
葆
」
の
字
が

堡
壘
の
「
保
」
と
理
解
さ
れ
た
こ
と
で

「
田
野
」
を
「
田
邑
」
と
復
原
す
る
機
会
も
減

、

少
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
果
と
し
て
、
読
者
は
こ
の
箇
所
の
「
田
野
」
は
領
土
・
領
地

の
意
を
表
し
て
い
る
と
意
識
し
た
よ
う
で
あ
る
が

「
田
野
」
は
古
今
の
漢
語
の
中
で
は

、

い
ず
れ
も
こ
の
語
義
が
見
ら
れ
な
い
。

テ
キ
ス
ト
を
校
勘
す
る
際
、
字
を
改
め
る
こ
と
は
最
終
手
段
で
あ
り
、
も
し
文
字
に

変
更
を
加
え
た
後
に
依
然
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
行

う
べ
き
で
は
な
い
。
本
論
に
お
い
て
、
兪
樾
が
「
士
」
を
改
め
て
「
玉
」
と
し
た
説
を

受
け
入
れ
た
の
は
、
単
に
改
訂
後
の
「
葆
（
寶
）
玉
」
が
秦
漢
文
献
の
用
字
・
用
詞
の

習
慣
に
合
致
し
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の
基
礎
の
上
で
「
田
野
（
予

」
を
「
田
邑
」
と
改

）

訂
し
た
後
、
さ
ら
に
出
土
文
献
中
に
新
た
に
見
ら
れ
た
「
金
玉
田
邑
」
の
文
例
が
相
互

に
裏
付
け
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
字
・
詞
に
従
う
だ
け
で
な
く
、
上
下
の
文
脈
か
ら

見
て
も
、
い
ず
れ
も
妥
当
な
解
釈
で
あ
り
、
出
土
文
献
を
得
た
こ
と
で
さ
ら
に
論
拠
を

補
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。
今
後
、
よ
り
多
く
の
資
料
が
公
開
さ
れ
、
こ
の

問
題
を
さ
ら
に
論
証
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

注

（
１

『
尚
書
』
甘
誓
に
は
夏
と
有
扈
氏
の
戦
争
前
の
誓
言
が
あ
る
が

『
墨
子
』
の
こ
の
箇
所
の
引

）

、

用
の
語
句
と
共
通
す
る
の
は
た
だ
「
恭
行
天
之
罰
」
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め

『
墨
子
』
が

、

引
用
し
て
い
る
も
の
は
『
尚
書
』
の
「
逸
書
」
で
は
な
い
か
と
見
な
さ
れ
て
き
た

「
逸
書
」

。

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
主
旨
か
ら
は
外
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

（
２
）
孫
詒
譲
撰
・
孫
啓
治
点
校
『
墨
子
間
詁

（
上

（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年

、
二
四
一
頁
。

』

）

）

（
３
）
于
省
吾
『
双
剣
誃
諸
子
新
証

（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年

、
三
二
九
頁
。

』

）

（
４
）
呉
毓
江
撰
・
孫
啓
治
点
校
『
墨
子
校
注

（
上

（
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年

、
三
六
七
頁
。

』

）

）

高
亨
著
・
董
治
安
整
理
『
古
字
通
仮
会
典

（
斉
魯
書
社
、
一
九
九
七
年

、
七
六
五
～
七
六
六

（
５
）

』

）

頁
参
照
。

陳
松

（
６
）
王
輝
編
著
『
古
文
字
通
仮
字
典

（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年

、
二
二
〇
頁
、
お
よ
び

』

）

長
『
馬
王
堆
簡
帛
文
字
編

（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年

、
二
四
頁
参
照
。

』

）

（
７

『
墨
子
』
の
中
で
比
較
的
成
立
が
早
い
と
見
ら
れ
る
篇
は
、
戦
国
中
期
に
は
す
で
に
書
写
さ
れ

）
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
た
と
え
ば
河
南
長
台
関
楚
墓
竹
簡
の
中
の
『
墨
子
』
の
佚
文
は
、

考
古
年
代
が
戦
国
中
期
で
あ
る
。
遅
い
も
の
は
「
備
城
門
」
以
下
の
部
分
で
あ
り
、
最
も
遅

け
れ
ば
秦
漢
時
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
戦
国
中
後
期
か
ら
漢

代
初
め
と
い
う
時
期
は
、
ま
さ
に
「
寶
」
の
字
が
「
葆

「
宲

「

」
な
ど
の
字
形
で
書
か

」

」

れ
た
時
代
で
あ
る
。
長
台
関
楚
簡
『
墨
子
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
李
学
勤
「
長
台
関
竹

簡
中
的
『
墨
子
』
佚
篇

（

当
代
学
者
自
選
文
庫
・
李
学
勤
巻

、
安
徽
教
育
出
版
社
、
一
九

」
『

』

。

『

』（

、

）

）
、

九
八
年

元
は

徐
中
舒
先
生
九
十
壽
辰
紀
念
文
集

巴
蜀
書
社

一
九
九
〇
年
に

掲
載

三
七
五
～
三
八
一
頁
参
照

『
墨
子
』
の
成
書
年
代
に
つ
い
て
は
、
最
も
遅
く
推
測
し
て
い
る

。

も
の
に

朱
希
祖

墨
子
・
備
城
門

以
下
二
十
篇
篇
系
漢
人
偽
書
説

羅
根
澤
主
編

古

、

「
《

》

」（

『

史
弁

（
四

、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
二
六
一
～
二
七
一
頁
）
な
ど
が
あ
る
。

』

）
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李
漁
叔

墨
子
今
注
今
訳

台
湾
商
務
印
書
館

一
九
七
九
年
版

二
三
三
頁

呉
毓
江

墨

（

）
８

『

』（

、

）
、

。

『

子
校
注

、
三
六
七
頁
。

』

た
と
え
ば
『
管
子
』
八
観
に
「
行
其
田
野
、
視
其
耕
芸
、
計
其
農
事
」
と
あ
る
。

（
９
）

た
と
え
ば
『
周
礼
』
で
は
甸
師
が
田
野
で
行
刑
を
執
り
行
っ
た
と
い
う
。

（

）
10

『
周
礼
正
義

「
遂
師
」
の
注
疏
参
照
。

（

）

』

11

た
と
え
ば
『
周
礼
』
お
よ
び
鄭
玄
注
で
は

「
田
野
」
は
常
に
「
邦
国

「
国
中
」
と
対
立
し
て

（

）

、

」

12

い
る
。
諸
子
の
文
中
に
も
類
似
の
例
が
多
く
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
詳
細
は
省
略
す
る
。

湯
餘
恵
主
編
『
戦
国
文
字

（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年

、
四
一
一
頁
。

（

）

编
』

）

13

漢
語
大
字
典
字
形
組
編
『
秦
漢
魏
晋
篆
隷
字
形
表

（
四
川
辞
書
出
版
社
、
一
九
八
五
年

、
二

（

）

』

）

14

五
六
頁
。

羅
運
環
「

字
考
弁

（

古
文
字
研
究
』
第
二
十
四
輯
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年

、
三
四

（

）

」
『

）

15

五
～
三
四
六
頁
。

皮
錫
瑞
撰
・
盛
冬
鈴
・
陳
抗
点
校
『
今
文
尚
書
疏
証

（

四
二
〇

（

）

中
華
書
局
、
一
九
八
九
年

、

』

）

16

頁
。

陳
夢
家
『
西
周
銅
器
断
代
（
上

（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年

、
二
六
八
頁
。

（

）

）
』

）

17

湖
北
省
考
古
研
究
所
・
北
京
大
学
中
文
系
『
九
店
楚
簡

（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年

、
四
八

（

）

』

）

18

頁
、
五
〇
頁
、
七
九
～
八
〇
頁
。

李
学
勤
「
呉
虎
鼎
考
釈

（

夏
商
周
年
代
学
札
記

、
遼
寧
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年

、
一

（

）

」
『

』

）

19

二
〇
～
一
二
四
頁
。

李
学
勤
主
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹

（
中
西
書
局
、
二
〇
一
〇
年

、
一
三
三
～
一

（

）

）
』

）

20

三
四
頁
。

前
掲

『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹

、
一
三
三
頁
。

（

）

、

）』

21

関
連
す
る
分
析
と
赤
外
線
写
真
に
つ
い
て
は
、
賈
連
翔
「
清
華
簡
壹
～

輯
字
形
校
補
札
記
」

（

）

叁

22

（

出
土
文
献
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
三
年

、
九
七
～
九
八
頁
参
照
。

『

）

何
建
章
『
戦
国
策
注
釈

（
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年

、
一
一
六
六
頁
。

（

）

』

）

23

【
参
考
文
献
】

・
孫
詒
譲
撰
・
孫
啓
治
点
校
『
墨
子
間
詁

（
上

、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
。

』

）

・
于
省
吾
『
双
剣
誃
諸
子
新
証

、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
。

』

・
呉
毓
江
撰
・
孫
啓
治
点
校
『
墨
子
校
注

（
上

、
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
。

』

）

・
高
亨
著
・
董
治
安
整
理
『
古
字
通
仮
会
典

、
斉
魯
書
社
、
一
九
九
七
年
。

』

・
陳
松
長
『
馬
王
堆
簡
帛
文
字
編

、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

』

・
何
建
章
『
戦
国
策
注
釈

、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
。

』

・
李
漁
叔
『
墨
子
今
注
今
訳

、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
七
九
年
。

』

・
湯
餘
恵
主
編
『
戦
国
文
字
編

、
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

』

・
漢
語
大
字
典
字
形
組
編
『
秦
漢
魏
晋
篆
隷
字
形
表

、
四
川
辞
書
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。

』

・
羅
運
環
「

字
考
弁

『
古
文
字
研
究
』
第
二
十
四
辑
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
。

」
、

・
陳
夢
家
『
西
周
銅
器
断
代

（
上

、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
。

』

）

・
湖
北
省
考
古
研
究
所
・
北
京
大
学
中
文
系
『
九
店
楚
簡

、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
。

』

・
李
学
勤
「
呉
虎
鼎
考
釈

『
夏
商
周
年
代
学
札
記

、
遼
寧
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

」
、

』

・
李
学
勤
主
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹

、
中
西
書
局
、
二
〇
一
〇
年
。

）
』

・
賈
連
翔
「
清
華
簡
壹
～
叁
輯
字
形
校
補
札
記

『
出
土
文
献
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
三

」
、

年
。

【
附
記
】

本
稿
は
、
第
七
十
二
回
中
国
出
土
文
献
研
究
会
（
二
〇
一
九
年
七
月
二
十
七
日
）
に
お
い
て
発
表

し
た
「

墨
子

「
田
野
葆
士
」
校
勘
研
究
」
に
修
訂
を
加
え
て
定
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

『

』
、

「

」（

）

本
研
究
は

国
家
社
科
基
金
一
般
項
目

出
土
文
献
所
見
楚
王
族
資
料
整
理
与
研
究

1
8B
Z
S
02
7

の
助
成
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
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曹

方
向
（
そ
う
・
ほ
う
こ
う
）

一
九
八
五
年
生
ま
れ
。
海
南
師
範
大
学
国
際
教
育
学
院
副
教
授
。
専
門
は
古
文
字
学
・

中
国
歴
史
文
献
学
。
著
書
に
『
甲
骨
文
読
本

（
江
蘇
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
七
年

、
共

』

）

著
に
『
清
華
簡
研
究

（
湯
浅
邦
弘
編
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年

、
主
要
論
文
に
「
戦

』

）

国
文
字
と
伝
世
文
献
に
見
え
る
「
文
字
異
形
」
に
つ
い
て

「
百
」
字
を
例
と
し
て

」

―

―

（

漢
字
学
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
一
六
年

「
上
博
簡
『
霊
王
遂
申
』
再
研
究

（

中

『

）
、

」
『

国
出
土
資
料
研
究
』
第
二
十
三
号
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
。


